
 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

  

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

 

 

   ※余力のある人は、自学や e ライブラリーを取り組みましょう。 



 

 

☆通知表について☆ 

 通知表は、よく「あゆみ」と言われるように、お子さんの成長の過程を、担任や専科の立場からお知らせしてい

るものです。決して、成長の終点ではありません。「終点」ととらえてしまうと、子供たちは、「通知表のための学習」

と考えてしまいます。生涯学習といわれるように、学習は生涯にわたっての「自分のための学習」なのです。 

 「学習のようす」については各教科担任が、テスト結果や日常の授業の様子、提出物などをもとに評価をして

います。目安はありますが、テストの点数だけで評価しているわけではありません。一番右に『○』がついている

子は、この夏休みに人一倍、頑張る必要があります。 

 「生活のようす」の評価も、一定の評価規準があり、『○』がついている子は、顕著によくできている子（いわゆ

るＡ評価の子）となっています。次のような観点で評価をしていますので、ご家庭での話し合いの時の参考にして

ください。 

 「家庭では、ちゃんとできているのに・・」と疑問をもたれる方もいるかもしれませんが、あくまでも学校という集

団生活での様子を評価したものなので、ご理解ください。 

 

＜生活の記録の観点＞ Ａ評価の児童は、以下の観点で顕著に優れている児童 

 

■基本的な生活習慣 

あいさつや返事ができる。 
  →「あいさつや返事がさわやかにできている。」 

 

忘れ物をせず、学習の準備がきちんとできる。 
  →「持ち物忘れがなく、提出物もしっかり出している。」 

 

身の回りの整理整頓をすることができる。 
  →「机の中やロッカーなどが常に整頓されている。」 

 

■健康・体力の向上 

健康に過ごし、元気に外で遊ぶことができる。 
 →「外遊びをするだけでなく、給食をしっかり食べ、パワーアップタイムやジョギングタイムなどの

体育的活動で積極的に体を動かしている。」 

 

■自主・自立 

目標をもって進んで行い、最後まで粘り強く取り組むことができる。 

 →「自主勉強やクラスの仕事などを継続して取り組んでいる。」 

 

■責任感 

係や当番の活動を、責任をもってやりぬくことができる。 
 →「委員会活動や当番活動を積極的に取り組んでいる。」 

 

■創意工夫 

進んで新しい考えや方法を求め、工夫して取り組むことができる。 
 →「学校生活が豊かになるように、工夫しながら係活動などを取り組んでいる。」 

 

■思いやり・協力 

仲間や友達を思いやり、助け合うことができる。 
 →「誰にでも優しくでき、けんかをしないで協力し合って生活している。」 

 

■生命尊重・自然愛護 

自他や動植物の生命の尊さを意識した行動ができる。 
 →「生き物の世話を積極的にしている。」  

 

■勤労・奉仕 

人や学校の役に立つことを考え、進んで仕事や奉仕活動をすることができる。 
 →「無言清掃や奉仕作業を一生懸命に取り組んでいる。」 

 

■公正・公平 

相手の立場に立って、公正公平に行動することができる。 
 →「正しいことを行い、誰に対しても同じように接することができる。」 

 

■公共心・公徳心 

みんなのきまりや約束を守ることができる。 
 →「学校や学年のきまりをしっかり守り、集団を意識した生活ができている。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１学期の教材費の集金に誤りがございました。大変申し訳ございませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 詳細は以下の通りです。 

うつしまる２８０円→４３０円(１５０円の不足) 

ノート類１冊２００円×８冊＝１６００円→１７０円×８冊＝１３６０円(２４０円の超過) 

そのため９０円分超過して集金しております。よって２学期に１人９０円分繰り越します。 


